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ペートーヴェンの醍醐味はフーガ！
ビアニスト

小山実 稚恵 （こやまみちえ）

（第9)は、初めて聴いたのがいつか覚

えていないくらい、 もの心ついた時から耳

にしていた曲で、大学に入ってからは募れ

になると東京文化会館によく通いました。

日本においては、それぐらい「風習」とも

言えるほど、季節と曲が密接に結びついて

しまった特殊な作品だと思います。

ピアニストにとって、ベー トーヴェンの
シンフォニー

交廻曲はとても大きな意味を持っています。

そこには、ベートーヴェンの音楽のエキス

がすべて入っているからです。ピアノもオ

ーケストラ並みに和声を奏でられる楽器な

ので、オーケストラの曲をピアノで弾いた

らどんな響きになるのか、いつも興味があ

ります。ベートーヴェンのシンフオニーや

ベルリオーズの 〈幻想交薔曲〉なら、リス

トがピアノ用に編曲した楽譜で弾いてみま

す。〈第9〉もリストが編曲した版があっ

て、「ここがホルン」「ここがティンパニ」

「ここは弦楽器のトレモロだろうな」と、

イマジネーションをはたらかせながら弾く

のです。実際、作曲家がピアノを使ってオ

ーケス トラ曲を作曲したり、オーケストラ

曲がピアノ曲として編曲されることは多い

ので、ピアノとシンフオニーの世界はとて

も近いのです。

ベートーヴェンの音楽がピアノ曲でも、

室内楽曲や交習曲でも、 「魂」が体に櫻い

てくるのは同じです。個人的に交響曲では

《第5~8番》が好きですが、ベートーヴ

ェンの何がすこいといったら、あのフーガ

ではないでしょうか！ 〈第9〉の最後に

も出てくる壮大なフーガを聴くとき、そこ

にはバッハやハイドンの音楽の流れを強く

感じます。バッハが作曲家として再発見さ

れて有名になったのは、ロマン派になって

からですが、ベートーヴェンはそれ以前に、

フーガをヨーロッパ音楽の伝統の中から学

びとり、自分の音楽の中で“王道として

押さえています。耳や体が悪くなっていっ

ても精神を集中させていくことで、自分の

中でそれを＂やりくり＇しながら音楽を昇

華させていったのですね。

新しいことをする人には、そればかりが

目につくこともありますが、ベートーヴェ

ンの音楽が＂新しいこどと＂王道を同

時に備えているところは、本当に「お見

事 ！」としか言いようがありません。ベー

トーヴェン以後の大作曲家たちが、作品の

中の「ここが勝負 ！」という部分でフーガ
，，ら

を使っているのは、みなそれを倣っている

のではないでしょうか。〈第9)では、大

きな曲特有ともいえる、さらさらとした始

まりの第 l楽章冒頭に、「これからどうな

るのかな」と期待させられますが、やっぱ

り醍醐味は第4楽章。聴いている自分が、

音楽と一緒になって進んでいく感じがたま

りません。
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